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１．体制 委員数：38名（昨年度41名）

人材育成委員会

小委員会 小委員長 人数 担当

第1小委員会 山下（清水建設） 12名 定例コース

第2小委員会 小澤（リコー） ９名 特別コース、技術部門向けコース

第3小委員会 宮下（カゴメ） 10名 新規・臨時コース、サテライト研修

第4小委員会 川端（カネカ） 6名 海外研修コース

担当理事：下川原常務理事、久慈専務理事

JIPA事務局（人材育成グループ） ：10名(兼務含む)

研修運営スタッフ ：18名

委員長 木村（日本ポリケム）

2020/10/07 理事会 報告資料

担当理事：下川原 常務理事
久慈 専務理事

コロナ対応WG
（小委員会横断）

澤竹ﾘｰﾀﾞｰ
（凸版印刷）

９名 ・今期実施コースの選定
・来期以降の実施計画策定



～世界から期待され、世界をリードするJIPA～ 2

人材育成委員会

２．活動方針

JIPA事務局（人材育成グループ）及び研修運営スタッフとの連携に
より、会員満足度の高い知財研修会を提供すると共に、委員自身の成長
につながる明るく楽しい充実した委員会活動を効率的に展開する。

特に、顧客満足（Customer Satisfaction）を追求し、
Customer Surpriseを生み出すことを目指すとともに、
法律・技術・経営の３軸での知財に関する人材育成を図る。

『一樹百穫 人材こそが あらゆる力の源泉となる』

①会員企業と受講生が共に満足できる研修プログラムの充実
（JIPAにしかできない研修の実施）

②委員会メンバー一人一人の更なる人材育成
（派遣元会員企業の財産となる委員の成長）
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３．進捗状況 2020年9月28日現在

（１）定例研修開始【第1小委員会・事務局】
・研修時の3密対策を行い、8月から定例研修を開始。継続開催中。
・応募：全コースで3983名（9/24現在）

→ 定例研修のキャンセルを、臨時研修／PCライブ研修で補っている状況

（２）サテライト研修／PCライブ研修／オンデマンド研修の準備・実施【ＷＧ・事務局】
・w/a コロナを見据えた研修について、小委員会を横断したWGを立ち上げ、検討中。
・臨時研修：基本的には、全コースでPCライブ研修として実施すべく検討中。

10/15(木) J49「知財事務担当者向け経理講座」
11/13(金) J53「OSS 利活用によるオープンイノベーション促進と知財課題」

※オンデマンド配信
11/13(金) J61「データ利活用に関わるオープンイノベーション における契約事例」
11/19(木) J22「企業担当者が理解すべき、企業（事業）経営と知財との関わり」
12/16(水) J11「特許分野の中国語読解講座」 全2 回

・定例研修：サテライト研修／PCライブ研修／オンデマンド研修（含併用）が実施
可能なコースを選定。講師の御了解が得られたコースについて、実施準備中。

・オンデマンド研修：１６コース の実施が決定、10月末頃に募集開始予定
→ 最終的には、約３０コースの実施を予定
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３．進捗状況 2020年9月28日現在

（３）特別コース、技術者コースの充実化 【第2小委員会】
・T01 知財変革リーダー育成研修：受講生：14名。第1ラウンドをオンラインで実施済。
・T02 知財戦略スタッフ育成研修：受講生：21名。第１ラウンド、特別ラウンド、

第２ラウンドをオンラインで実施済。
・T03 企業若手知財要員育成研修：今年度は中止。

昨年度までのアンケート結果から、要対応事項の対応方針検討中。
・T04 知財実務英語コミュニケーション研修：今年度は中止。来年度はオンライン

での実施について検討中。

（４）海外コースの企画、準備、実施 【第4小委員会】
・新型コロナウィルスの影響により、今年度は2コースが中止。(欧州訪問型研修(F04),

インド訪問型研修(F06)）)→ 来年度への延期と来年度開催予定の2コース
（米国訪問型研修（F02）及び中国訪問型研修(F05)）の開催を検討中。

・来年度は、オンライン型の研修（米国／欧州／中国）も検討中。

（５）今後のあるべきJIPA研修に向けたアクション［2020年度分］
・with/after コロナを見据えた研修について、（２）記載のWG中心に、併せて取り進め。
（コロナ対策のみならず、将来的には地方の中小企業の少数受講者向けを想定）
⇒新規会員開拓
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